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審査結果の要旨（1000 字以内） 

わが国のコンクリートブロック造建築物は，当初ブロック空洞部にモルタルを部分充填す

る補強コンクリートブロック造が主流であったが，今後はブロック空洞部にコンクリートを

全充填し耐震性や耐久性などがより優れている型枠コンクリートブロック造の普及拡大が

期待されている。本論文は，本構造建築物の設計法の改良や設計自由度の拡大に向け，これ

までほとんど解明されていなかった耐力壁の脚部と基礎梁との間でのすべり破壊性状を明

らかにすることを目的とし，数多くの加力実験を行って，すべり耐力や変形性状などの耐震

性能を検討するとともにすべり耐力算定式の構築に取り組んだ研究を取りまとめたもので

あり，本構造建築物の耐震性能評価に関し有用な知見が得られている。 

著者は，まず耐力壁の形状・寸法や配筋，軸方向力などを実験変数とした数多くの耐力壁

試験体の水平加力実験を行い，耐力壁端部曲げ補強筋が降伏した後にすべり破壊が生じる傾

向にあることを確認し，各実験変数とすべり耐力，破壊過程および変形性状との関係を明ら

かにしている。 

次いで，耐力壁脚部のせん断力伝達機構を形成する摩擦効果とだぼ効果についてそれぞれ

要素実験に基づいて耐力や変形性状を検討している。その結果，摩擦効果に関しては，壁体

脚部の軸応力度分布の影響を明らかにするとともにすべり耐力算定式に用いる摩擦係数を

決定している。また，だぼ効果に関しては，鉄筋径や配筋位置の影響について明らかにする

とともに，各種だぼ耐力推定式の比較検討を行い，松崎式を準用すればだぼ耐力とすべり変

位の関係を比較的よく評価できることを示している。 

さらに，これらの検討結果に基づき，摩擦効果とだぼ効果の累加によるすべり耐力算定式

の構築と精度の検討を行い，すべり耐力を精度よく評価することのできる算定式を提案して

いる。  

以上の研究成果は，全充填型のコンクリートブロック造建築物の耐震性能評価方法の改善

および本構造の普及・発展に寄与するところが大きい。また, 論文審査会や公聴会並びに最

終試験における質問に対しても明確かつ的確な回答・説明がなされた。よって本論文は博士

（工学）の学位に値するものと審査委員全員一致して判定した。 

 


